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(57)【要約】
【課題】光ファイバ巻取用ボビンの主巻取鍔における中
心軸方向の剛性や強度の低下を防ぎつつ、主巻取鍔に作
用する遠心力を低減させる。
【解決手段】外周面に光ファイバが巻回される主巻取胴
部１における中心軸Ｏ方向の両端部に、それぞれ径方向
の外側に向けて突出する主巻取鍔２が設けられた光ファ
イバ巻取用ボビンにおいて、主巻取鍔のうち、径方向の
外側寄りに位置する外周部には、主巻取胴部と連なる内
周縁部における中心軸方向の厚みよりも、中心軸方向の
厚みが小さい薄肉部２ａが形成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外周面に光ファイバが巻回される主巻取胴部における中心軸方向の両端部に、それぞれ
径方向の外側に向けて突出する主巻取鍔が設けられた光ファイバ巻取用ボビンにおいて、
　前記主巻取鍔のうち、径方向の外側寄りに位置する外周部には、前記主巻取胴部と連な
る内周縁部における前記中心軸方向の厚みよりも、前記中心軸方向の厚みが小さい薄肉部
が形成されていることを特徴とする光ファイバ巻取用ボビン。
【請求項２】
　前記主巻取鍔のうち、径方向の内側寄りに位置する内周部における前記中心軸方向の厚
みが、
　前記薄肉部における前記中心軸方向の厚みよりも大きいことを特徴とする請求項１に記
載の光ファイバ巻取用ボビン。
【請求項３】
　前記薄肉部における前記中心軸方向の厚みが、前記主巻取鍔の径方向の外側に向かうに
従い漸次小さくなっていることを特徴とする請求項１または２に記載の光ファイバ巻取用
ボビン。
【請求項４】
　前記主巻取鍔の前記中心軸方向に沿う前記主巻取胴部の反対側を向く外側面のうち、前
記主巻取鍔の外周縁部には、その全周にわたって前記外側面から外側に向けて突出する補
強リングが形成されていることを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の光フ
ァイバ巻取用ボビン。
【請求項５】
　前記主巻取鍔の前記中心軸方向に沿う前記主巻取胴部の反対側を向く外側面には、該外
側面から外側に向けて突出するリブが形成されていることを特徴とする請求項１から４の
いずれか１項に記載の光ファイバ巻取用ボビン。
【請求項６】
　前記主巻取鍔には、半径方向の全長にわたって延びるスリットが形成され、
　前記リブは、前記外側面のうち、前記スリットの径方向内端に対して周方向に隣接する
部分と、当該隣接する部分の前記中心軸を径方向に挟む反対側に位置する部分と、に形成
されていることを特徴とする請求項５に記載の光ファイバ巻取用ボビン。
【請求項７】
　光ファイバの巻き始め側の端末部分を、請求項１から請求項６のいずれかの１項に記載
の光ファイバ巻取用ボビンに固定する工程と、
　前記光ファイバ巻取用ボビンを回転させて、前記光ファイバを前記主巻取胴部の外周面
に巻回する工程と、
　を有することを特徴とする光ファイバ巻取方法。
【請求項８】
　請求項１から請求項６のいずれかの１項に記載の光ファイバ巻取用ボビンと、
　該光ファイバ巻取用ボビンに巻回された光ファイバと、
　を有することを特徴とするボビン巻き光ファイバ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ファイバ巻取用ボビン、光ファイバ巻取方法、およびボビン巻き光ファイ
バに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　光ファイバ素線若しくは光ファイバ心線（本明細書では、これらを総称して光ファイバ
と称する）を巻き取るためのボビンとしては、例えば下記特許文献１が開示するように、
円筒状をなす主巻取胴部の両端に主巻取鍔が設けられたものが使用される。また光ファイ
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バを出荷するに当たっては、光ファイバをボビンに巻き取った状態の製品、すなわちボビ
ン巻き光ファイバの形態で出荷するのが通常である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４８０６０６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、この種の光ファイバ巻取用ボビンを用いて光ファイバを巻き取る際、光ファ
イバ巻取用ボビンを高速で回転させる場合があり、高速回転時に主巻取鍔に作用する遠心
力を起因として光ファイバ巻取用ボビンが振動し、これに伴って光ファイバ巻取用ボビン
の変形や耐久性の低下を生じる場合があった。
　一方、光ファイバを巻き取った後、光ファイバ巻取用ボビンを巻取機から取り外す際、
光ファイバ巻取用ボビンの主巻取鍔に中心軸方向の外力が作用する場合があり、主巻取鍔
に作用する遠心力を低減させるために主巻取鍔を軽量化すると、主巻取鍔の中心軸方向に
おける剛性や強度が低下し、この外力を起因として主巻取鍔が変形する等のおそれがあっ
た。
【０００５】
　本発明はこのような事情を考慮してなされたもので、光ファイバ巻取用ボビンの主巻取
鍔における中心軸方向の剛性や強度の低下を防ぎつつ、主巻取鍔に作用する遠心力を低減
させることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の光ファイバ巻取用ボビンは、外周面に光ファイバ
が巻回される主巻取胴部における中心軸方向の両端部に、それぞれ径方向の外側に向けて
突出する主巻取鍔が設けられた光ファイバ巻取用ボビンにおいて、前記主巻取鍔のうち、
径方向の外側寄りに位置する外周部には、前記主巻取胴部と連なる内周縁部における前記
中心軸方向の厚みよりも、前記中心軸方向の厚みが小さい薄肉部が形成されていることを
特徴とする。
【０００７】
　本発明の光ファイバ巻取用ボビンによれば、薄肉部が主巻取鍔の外周部に形成されてい
るため、主巻取鍔のうち大きな遠心力を発生させる外周部の質量を低減させて、主巻取鍔
全体に作用する遠心力を低減させることができるとともに、主巻取鍔のうち主巻取胴部と
連なる内周縁部の厚みを大きくすることにより、主巻取鍔の中心軸方向における剛性や強
度の低下を防ぐことができる。
【０００８】
　ここで、前記主巻取鍔のうち、径方向の内側寄りに位置する内周部における前記中心軸
方向の厚みが、前記薄肉部における前記中心軸方向の厚みよりも大きくてもよい。
【０００９】
　この場合、主巻取鍔のうち、生じさせる遠心力が比較的小さい内周部の厚みを大きくす
ることにより、主巻取鍔全体に作用する遠心力が増大するのを抑えつつ、主巻取鍔に中心
軸方向の外力が作用した際に、応力が集中しやすい内周部の中心軸方向における剛性や強
度を向上させることができる。
【００１０】
　また、前記薄肉部における前記中心軸方向の厚みが、前記主巻取鍔の径方向の外側に向
かうに従い漸次小さくなっていてもよい。
【００１１】
　この場合、例えば主巻取鍔の厚みが径方向の外側に向かうに従って段階的に小さくなっ
ている光ファイバ巻取用ボビンと比較して、主巻取鍔に中心軸方向の外力が作用した際に
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応力が集中するのを抑止することができるため、主巻取鍔の強度を向上させることができ
る。
【００１２】
　また、前記主巻取鍔の前記中心軸方向に沿う前記主巻取胴部の反対側を向く外側面のう
ち、前記主巻取鍔の外周縁部には、その全周にわたって前記外側面から外側に向けて突出
する補強リングが形成されていてもよい。
【００１３】
　この場合、主巻取鍔の中心軸方同における剛性をさらに高めることができる。また、補
強リングの質量を主巻取鍔の質量と比較して充分に小さくすることにより、リブの質量に
よって生じる主巻取鍔全体に作用する遠心力を小さくすることができる。
【００１４】
　また、前記主巻取鍔の前記中心軸方向に沿う前記主巻取胴部の反対側を向く外側面には
、該外側面から外側に向けて突出するリブが形成されていてもよい。
【００１５】
　この場合、主巻取鍔の中心軸方向における剛性をさらに高めることができる。また、リ
ブの質量を主巻取鍔の質量と比較して充分に小さくすることにより、リブの質量によって
生じる主巻取鍔全体に作用する遠心力を小さくすることができる。
【００１６】
　また、前記主巻取鍔には、半径方向の全長にわたって延びるスリットが形成され、前記
リブは、前記外側面のうち、前記スリットの径方向内端に対して周方向に隣接する部分と
、当該隣接する部分の前記中心軸を径方向に挟む反対側に位置する部分と、に形成されて
いてもよい。
【００１７】
　この場合、主巻取鍔のうち、遠心力や中心軸方向の外力を起因とする応力が集中しやす
いスリットの根本部近傍にリブを形成して、この根本部の強度を向上させることができる
とともに、この根本部の中心軸を挟んだ反対側にもリブを形成することで、光ファイバ巻
取用ボビンの重心をその回転中心に位置させて、光ファイバ巻取用ボビンが回転した際に
発生する振動を低減することができる。
【００１８】
　また、上記課題を解決するために、本発明の光ファイバ巻取方法は、光ファイバの巻き
始め側の端末部分を前記光ファイバ巻取用ボビンに固定する工程と、前記光ファイバ巻取
用ボビンを回転させて、前記光ファイバを前記主巻取胴部の外周面に巻回する工程と、を
有することを特徴とする。
【００１９】
　本発明の光ファイバ巻取方法によれば、主巻取鍔の内周縁部における強度や剛性の低下
を抑止しながら、主巻取鍔全体に作用する遠心力を低減させることができるため、例えば
光ファイバ巻取用ボビンを回転させる回転数をより大きくして、光ファイバを主巻取胴部
上に巻回する工程の効率を向上させることができる。
【００２０】
　また、上記課題を解決するために、本発明のボビン巻き光ファイバは、前記光ファイバ
巻取用ボビンと、該光ファイバ巻取用ボビンに巻回された光ファイバと、を有することを
特徴とする。
【００２１】
　本発明のボビン巻き光ファイバによれば、主巻取鍔の内周縁部における強度や剛性の低
下を抑止することができるため、例えばこのボビン巻き光ファイバの運搬時や使用時に、
主巻取鍔に不意に大きな外力が加わった場合に、この主巻取鍔に生じる変形等を抑制する
ことができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、光ファイバ巻取用ボビンの主巻取鍔における中心軸方向の剛性や強度
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の低下を防ぎつつ、主巻取鍔に作用する遠心力を低減させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】第１実施形態に係る光ファイバ巻取用ボビンの斜視図である。
【図２】図１の光ファイバ巻取用ボビンの断面図である。
【図３】第２実施形態に係る元ファイバ巻取用ボビンの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
（第１実施形態）
　以下、第１施形態に係る光ファイバ巻取用ボビンの構成を、図１を参照しながら説明す
る。
　図１に示すように、本実施形態にかかる光ファイバ巻取用ボビン１０は、円筒状をなす
主巻取胴部１と、その中心軸方向の両端部にそれぞれ設けられた円板状の主巻取鍔２と、
を備える。
【００２５】
　ここで本実施形態では、主巻取鍔２の中心軸は主巻取胴部１の中心軸と共通軸上に配置
されている。以下、この共通軸を中心軸Ｏといい、中心軸Ｏ方向に直交する方向を径方向
といい、中心軸Ｏ回りに周回する方向を周方向という。また、主巻取鍔２から見て、中心
軸Ｏ方向のうち、主巻取胴部１が配設されている側を内側といい、その反対側を外側とい
う。
【００２６】
　主巻取鍔２の外側には、主巻取胴部１の外径と同等の外径の円筒状に形成された補助巻
取胴部１１が配設され、補助巻取胴部１１の外側には、主巻取鍔２の外径よりも小さい外
径の円板状に形成された補助巻取鍔１２が配設されている。
【００２７】
　（主巻取鍔）
　主巻取鍔２は、図２に示すように、主巻取胴部１の外周面から径方向の外側に向けて突
出している。主巻取鍔２のうち、径方向の外側寄りに位置する外周部には、主巻取胴部１
と連なる内周縁部２ｄにおける中心軸Ｏ方向の厚みよりも、中心軸Ｏ方向の厚みが小さい
薄肉部２ａが形成されている。ここで、内周縁部２ｄにおける中心軸Ｏ方向の厚みとは、
主巻取胴部１の外周面上での主巻取鍔２の中心軸Ｏ方向の厚みをさす。具体的には、図２
に示す寸法Ｘが、本実施形態における内周縁部２ｄの中心軸Ｏ方向における厚みである。
【００２８】
　また、本実施形態では、主巻取鍔２のうち径方向の内側寄りに位置する内周部２ｃの厚
みが、主巻取鍔２の径方向における中央部まで一定になっている。そして、薄肉部２ａの
厚みは、径方向の外側に向かうに従い漸次小さくなっている。
　また、主巻取鍔２の内側の側面は、主巻取胴部１に対して直立している。これにより、
主巻取胴部１に光ファイバが巻回された際、径方向に積み重なった光ファイバを中心軸Ｏ
方向に整列させて、巻きくずれの発生を防止している。なお、主巻取鍔２の内側の側面は
径方向に積み重なった光ファイバと接触するため、光ファイバの張力を起因とする外側に
向けた圧力を受ける。
【００２９】
　主巻取鍔２の外側面のうち外周縁部には、周方向の全周にわたってこの外側面から外側
に向けて突出する延びる補強リング４が配設されている。また、主巻取鍔２には、補強リ
ング４から主巻取胴部１の外周面にわたって径方向に延びるスリット２ｂが形成されてい
る。
　主巻取鍔２の外側面には、主巻取鍔２から外側に向けて突出するリブ３が形成されてい
る。本実施形態では、リブ３は中心軸Ｏを中心として放射状に複数形成されている。図２
に示すように、リブ３における外側の端面および補強リング４における外側の端面は互い
に面一に形成されている。
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　図１に示すように、主巻取鍔２のうち外側の面には、他の部分よりもリブ３が形成され
る間隔が疎になっている貼付面２ｅが形成されている。貼付面２ｅは、後述する光ファイ
バの巻き始めの端部を貼り付けるために用いられる。
【００３０】
　なお、本実施形態では主巻取鍔２、リブ３、および補強リング４が一体に形成されてい
るが、リブ３および補強リング４が設けられていない主巻取鍔２を用いてもよい。
　また、図２に示すように、主巻取胴部１の外周面には緩衝材５が巻かれていてもよい。
このようにすると、光ファイバを主巻取胴部１に巻回させる際の張力を起因として、主巻
取胴部１の外周面に巻回された光ファイバの上層から下層に過剰な圧力が作用し、光ファ
イバの伝送損失が増加するのを抑制することができる。
【００３１】
　次に、光ファイバ巻取用ボビン１０を用いた光ファイバの巻取方法について説明する。
　まず、光ファイバ巻取用ボビン１０を、不図示の巻取機の回転軸に、その回転軸と一体
に回転するように装着する。
　次いで、光ファイバの巻き始めの端末部分を、光ファイバ巻取用ボビン１０の貼付面２
ｅに貼り付けて固定する。
　次いで、巻取機を駆動させて光ファイバ巻取用ボビン１０を中心軸Ｏ回りに回転させる
と、光ファイバが補助巻取胴部１１に巻き取られる。このようにして所定量の光ファイバ
が補助巻取胴部１１に巻き取られた後、光ファイバはスリット２ｂに導入されて主巻取鍔
２を中心軸Ｏ方向に横断し、主巻取胴部１の外周面に導入される。
　そして、光ファイバを主巻取胴部１の外周面に所定量巻回させた後、巻取機の駆動を停
止し、光ファイバの巻終わりの端末部分を切断することによってボビン巻光ファイバが得
られる。
【００３２】
　次に、以上のように構成された光ファイバ巻取用ボビン１０の作用について説明する。
【００３３】
　光ファイバ巻取用ボビン１０が中心軸Ｏ回りに回転した際に、主巻取鍔２のある微小な
部分における微小質量ｄｍに作用する遠心力ｄＦは、中心軸Ｏからその微小な部分までの
半径をｒ、角速度をωとすると、下記の数式（１）により表される。
ｄＦ＝ｄｍ×ｒ×ω２…（１）
　そして、主巻取鍔２の全体に作用する遠心力Ｆは、上記のｄＦを積分した値である。従
って、主巻取鍔２のうち、中心軸Ｏからの距離が遠い部分における質量が小さいほど、主
巻取鍔２全体に作用する遠心力Ｆは小さくなる。
　本実施形態では、図２に示すように、主巻取鍔２の薄肉部２ａにおける厚みが、径方向
の外側に向かうに従い漸次小さくなっている。従って本実施形態によれば、例えば主巻取
鍔２の厚みが径方向で一定の場合と比較して、主巻取鍔２に作用する遠心力Ｆを低減する
ことができる。
【００３４】
　一方、光ファイバ巻取用ボビン１０に光ファイバが巻き取られた後、主巻取鍔２の外周
縁部に指をかけて引く等により、先述の巻取機から光ファイバ巻取用ボビン１０を取り外
す作業が行われる場合がある。このとき、主巻取鍔２には中心軸Ｏ方向の外力が作用する
とともに、主巻取鍔２の内周縁部２ｄにこの外力を起因とする応力が集中しやすいが、本
実施形態によれば、主巻取鍔２における内周縁部２ｄの厚みを減少させず、上記応力集中
に対する強度を維持したまま遠心力Ｆを低減することができる。
【００３５】
　また、例えば主巻取鍔に作用する遠心力を低減させるために、主巻取鍔の根本の厚みを
小さくした場合には、主巻取鍔の中心軸Ｏ方向の剛性が減少し、主巻取胴部に光ファイバ
を巻回させた際に光ファイバの張力を起因とした圧力によって主巻取鍔が外側に変位する
おそれがある。すると、光ファイバを主巻取胴部に巻回させる工程中に、主巻取鍔の内側
の面と積層された光ファイバとの間に空隙が生じ、光ファイバの積層状態が崩れてしまう
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場合がある。本実施形態の光ファイバ巻取用ボビン１０によれば、内周縁部２ｄの厚みを
減少させないことにより、主巻取鍔２の中心軸Ｏ方向の剛性を維持して光ファイバの積層
状態が崩れるのを抑止することができる。
【００３６】
　また、本実施形態では主巻取鍔２にリブ３や補強リング４が設けられていることにより
、主巻取鍔２の中心軸Ｏ方向における剛性を向上させて、この主巻取鍔２が中心軸Ｏ方向
に変形するのを抑止することができる。
　なお、図１に示すように、リブ３の周方向における幅や補強リング４の径方向における
幅は小さいため、リブ３および補強リング４の主巻取鍔２に対する質量は充分に小さく、
主巻取鍔２に作用する遠心力Ｆを大きく増加させずに主巻取鍔２の剛性および強度を向上
させることができる。
【００３７】
（比較試験例）
　第１実施形態による光ファイバ巻取用ボビン１０と、その比較例としてのボビンについ
て、回転及び変形に対する強度試験を行った。
　試験に使用した各光ファイバ巻取ボビンの寸法を、下記の表１に示す。
【００３８】
【表１】

【００３９】
　表１のうち、ボビンＡが本実施形態に係る光ファイバ巻取用ボビン１０である。ボビン
ＢおよびボビンＣは、比較例としての光ファイバ巻取用ボビンである。
　ボビンＡの主巻取鍔２における断面形状は図２に示す断面形状と同様であり、主巻取鍔
２の厚みが内周縁部２ｄから径方向の外側に向けて漸次薄くなっている。そして、その厚
みは表１に示すように、最大で４ｍｍであり、最小で２ｍｍである。一方、ボビンＢおよ
びボビンＣの主巻取鍔の厚みは２ｍｍで一定である。
　また、ボビンＡ、Ｂ、Ｃにおいて、主巻取鍔部のリブを含めた厚みは補強リングの幅と
同等であり、表１に示す寸法となっている。
【００４０】
　本試験では、上記３種類のボビンについて、これらのボビンの振動加速度を計測しなが
ら回転数を徐々に増加させて、振動加速度が一定値に達した時点で回転数の増加を停止し
、その際の回転数を最大回転数として記録した。
　また、上記３種類のボビンについて、主巻取鍔の外周縁部に、中心軸Ｏ方向に５ｋｇｆ
の荷重を加えて、その外周縁部の変形量を記録した。
【００４１】
　表１に示す通り、最大回転数はホビンＡ＞ボビンＢ＞ボビンＣとなった。これは、本実
施形態に係るボビンＡの主巻取鍔の内周縁部における厚みがボビンＢ、Ｃよりも厚いため
、ボビンＢ、Ｃよりもこの内周縁部の強度が増す一方で、主巻取鍔の径方向における外側
の部分の厚みがボビンＢ，Ｃと同等であるため、主巻取鍔に作用する遠心力の増加が抑え
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られて、遠心力によって生じる主巻取鍔の変形が抑制されて回転時に振動しにくくなった
ものと考えられる。
　また、表１に示す通り、主巻取鍔に中心軸Ｏ方向の５ｋｇｆの荷重を加えた際の主巻取
鍔の変形量は、ボビンＡ＜ボビンＢとなった。これは、主巻取鍔のうち内周縁部の厚みを
増すことにより、主巻取鍔の中心軸Ｏ方向における剛性が向上して変形しにくくなったも
のと考えられる。また、上記変形量は、ボビンＣ＜ボビンＢとなった。これは、リブや補
強リングの幅を増やすことによって主巻取鍔の中心軸Ｏ方向における剛性が向上して、変
形しにくくなったものと考えられる。
【００４２】
　本試験結果から、本実施形態に係るボビンＡが、比較例としてのボビンＢ，Ｃよりも高
速回転に耐えられるとともに、その主巻取鍔２が外力に対して変形しにくいことが確認さ
れた。
【００４３】
　以上説明したように、本実施形態に係る光ファイバ巻取用ボビン１０によれば、主巻取
鍔２の外周部に薄肉部２ａが形成されているため、主巻取鍔２のうち大きな遠心力を発生
させる外周部の質量を低減させて、主巻取鍔２全体に作用する遠心力を低減させることが
できるとともに、主巻取鍔２のうち主巻取胴部１と連なる内周縁部２ｄの厚みを大きくす
ることにより、主巻取鍔２の中心軸Ｏ方向における剛性や強度の低下を防ぐことができる
。
【００４４】
　また、主巻取鍔２のうち、生じさせる遠心力が比較的小さい内周部２ｃの厚みを大きく
することにより、主巻取鍔２全体に作用する遠心力が増大するのを抑えつつ、主巻取鍔２
に中心軸Ｏ方向の外力が作用した際に、応力が集中しやすい内周部２ｃの中心軸Ｏ方向に
おける剛性や強度を向上させることができる。
【００４５】
　また、主巻取鍔２の中心軸Ｏ方向の厚みが、径方向の外側に向かうに従い漸次小さくな
っているため、例えば主巻取鍔２の厚みが径方向の外側に向かうに従って段階的に小さく
なっている光ファイバ巻取用ボビンと比較して、主巻取鍔２に中心軸Ｏ方向の外力が作用
した際に、主巻取鍔２に局所的に応力が集中するのを抑止することができるため、主巻取
鍔２の強度を向上させることができる。
【００４６】
　また、主巻取鍔２の外側面には、主巻取鍔２から外側に向けて突出するリブ３および補
強リング４が形成されているため、主巻取鍔２の中心軸Ｏ方向における剛性をさらに高め
ることができる。また、リブ３および補強リング４の質量は主巻取鍔２の質量と比較して
充分に小さいため、リブ３および補強リング４の質量によって生じる主巻取鍔２全体に作
用する遠心力を小さくすることができる。
【００４７】
　また、本実施形態の光ファイバ巻取方法によれば、主巻取鍔２の内周縁部２ｄにおける
強度や剛性の低下を抑止しながら、主巻取鍔２全体に作用する遠心力を低減させることが
できるため、例えば光ファイバ巻取用ボビン１０を回転させる回転数をより大きくして、
光ファイバを主巻取胴部１上に巻回する工程の効率を向上させることができる。
【００４８】
　また、本実施形態の光ファイバ巻取用ボビン１０を用いたボビン巻光ファイバによれば
、主巻取鍔２の内周縁部２ｄにおける強度や剛性の低下を抑止することができるため、例
えばこのボビン巻き光ファイバの運搬時や使用時に、主巻取鍔２に不意に大きな外力が加
わった場合に、主巻取鍔２に生じる変形等を抑制することができる。
【００４９】
（第２実施形態）
　次に、第２実施形態に係る光ファイバ巻取用ボビン２０について説明するが、第１実施
形態と基本的な構成は同様である。このため、同様の構成には同一の符号を付してその説
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　本実施形態では、主巻取鍔２に形成されるリブの形状が異なる。
【００５０】
　主巻取鍔２は、スリット２ｂにおいて周方向に途切れているため、この部分の強度は他
の部分よりも低く、特にスリット２ｂの根本部（径方向内端）には、主巻取鍔２に作用す
る遠心力や中心軸Ｏ方向の外力を起因とする応力が集中しやすい。このため、これらの力
を起因とする応力によってスリット２ｂの根本の部分から主巻取鍔２が変形する場合があ
る。
　そこで本実施形態の光ファイバ巻取用ボビン２０は、主巻取鍔２に生じうるこのような
変形を抑止するために、図３に示すリブ３ａを備えている。
　リブ３ａは、主巻取鍔２の外側面のうち、スリット２ｂの根本部に対して周方向に隣接
する部分に形成されている。また、主巻取鍔２の外側面のうち、リブ３ａが形成された部
分の中心軸Ｏを挟んだ反対側の部分には、リブ３ｂが形成されている。つまり、リブ３ａ
およびリブ３ｂは、中心軸Ｏを中心として互いに点対称の位置に配設されている。
【００５１】
　本実施形態の光ファイバ巻取用ボビン２０によれば、主巻取鍔２のうち、遠心力や中心
軸Ｏ方向の外力を起因とする応力が集中しやすいスリット２ｂの根本部近傍にリブ３ａを
形成して、この根本部の強度や剛性を向上させることができるとともに、この根本部の中
心軸Ｏを挟んだ反対側にもリブ３ｂを形成することで、光ファイバ巻取用ボビン２０の重
心をその回転中心に位置させて、光ファイバ巻取用ボビン２０が回転した際に発生する振
動を低減することができる。
【００５２】
　なお、本発明の技術的範囲は前記実施の形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨
を逸脱しない範囲において種々の変更を加えることが可能である。
【００５３】
　例えば、前記第１実施形態では、主巻取鍔２における薄肉部２ａの厚みが径方向の外側
に向かうに従い漸次小さくなっていると説明したが、これに限られず、例えば径方向の全
長にわたって厚みが一定の主巻取鍔を用いて、この主巻取鍔の外周部に窪みや貫通孔を形
成し、外周部の質量を減少させることで主巻取鍔全体に作用する遠心力を低減させつつ、
この主巻取鍔の内周縁部における剛性や強度を維持させてもよい。
【００５４】
　その他、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、上記した実施の形態における構成要素を周
知の構成要素に置き換えることは適宜可能であり、また、上記した実施形態や変形例を適
宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【００５５】
　１…主巻取胴部、２…主巻取鍔、２ａ…薄肉部、２ｂ…スリット、２ｃ…内周部、２ｄ
…内周縁部、３…リブ、４…補強リング
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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月10日(2017.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　外周面に光ファイバが巻回される主巻取胴部における中心軸方向の両端部に、それぞれ
径方向の外側に向けて突出する主巻取鍔が設けられた光ファイバ巻取用ボビンにおいて、
　前記主巻取鍔のうち、径方向の外側寄りに位置する外周部には、前記主巻取胴部と連な
る内周縁部における前記中心軸方向の厚みよりも、前記中心軸方向の厚みが小さい薄肉部
が形成され、
　前記主巻取鍔の前記中心軸方向における内側の側面は、前記主巻取胴部に対して直立し
ていることを特徴とする光ファイバ巻取用ボビン。
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